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図３：医師注意義務判断チャート２ 

 
結果予見義務・回避義務アプローチ 

 
免責事由・因果関係遮断を判断するプロセスで用いるアプローチ（図１の網掛け部分） 
太枠の中が，被告が免責事由の抗弁として主張･立証する内容（※） 
網掛けは，被告が因果関係の推定を覆すために反証する内容 
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因果関係遮断の反証成

功（債務不履行は成立

するが結果との因果関
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※ 個別的事情の存在はこのチャートによる検討に入る前に判断する。 
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